
開　催　日 平成19年　６月15日（金）１８：３０～２０：００

出　席　者 区民５名・四谷特別出張所所長　担当１名

テ　ー　マ ・「四谷子ども見守り隊」について　　　・今後の活動について

（１）「四谷子ども見守り隊」については、今後第２分科会に一任する。

（２）仮称「　四谷の便利帳」編集委員の選出は次回考える。

（３）今後の活動に関し、各委員の意見を具体的に考え文章として提出する。

（１）「四谷子ども見守り隊」の今後の活動について
　　・四谷見守り隊の要領（案）は第２第５合同の検討段階を経て骨子も固まった。
　　　今後は第２分科会に一任し、第５分科会としては必要に応じて
　　　協力体制をとっていくことにする。
　　・活動にあたり研修会、計画表等を四谷特別出張所のホームページを
　　　活用し周知するとよいのではないか。
（２）仮称「四谷の便利帳」について
　　・地域の安全のページに何を載せ情報発信していくか検討課題とする。
　　・編集委員をもう１名選出するかどうかは、次回検討する。
（３）今後の活動について
　　・分科会として防災・地域安全をどう考えていくか

　　　現状思いつく各位委員の意見交換

　　①災害時にあわてないために日ごろの意識を高めるためにはどのようにしていくか
　　　　都市型災害について考えていく（勉強）ことが大切ではないか。

　　例　　・　災害時にどこに集合するのかなど
　　　　　　　家族での取り決めが必要だが、そういう事を話しあっているのか・・・
　　　　　 ・　夜の新宿御苑の門の鍵はどこにあるのか知っているか・・・
　　　　　 ・　小型消火ポンプは排水ポンプとして活用できる。

　　　防災の意識調査が必要ではないか
　　　防災ではなく「減災」を考えていくことが必要。
　　　（案）　テーマを決めて街を歩いてみては、どうか。
 　   （案） 地域の人がする復興シュミレーションを考えてみてはどうか。
　　②高齢者世帯の手助けの要望に対する速やかな行動

　　例　・　電球が切れて取替えに困っている・・
　　　　　 　病気になって買い物に困っている・・

　　　　　　当事者が手助けを求める意思表示をし、地域で手助けをする
　　　（案）イエローフラッグ運動というものがある。
　　　窓に助けを求める旗を出す→子どもが旗の発見→大人に通報→お助けする→子どもを褒め育てる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 →大人が旗の発見→お助けする

　　※以上のような観点から自助・共助の発想で、今後の活動の方向性を考える。

　　　各委員意見を具体的に文章化したものを、次回までに作成することを宿題とした。

次回日程 ７月１０日(火）　１８：００～　四谷特別出張所　会議室

検討事項
意見交換等

　　　　　　　　　四谷地区協議会　第５分科会　　　　　　　　　　　　　　　平成１９年度第2回

決定事項


